
　
　
　
第
三
懸
　
　
叢
　
観
　
　
善
導
大
師
の
捨
身
往
生
に
史
實
納
り
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
臨
號
　
　
　
七
八
　
（
六
〇
八
）

果
し
て
周
代
よ
り
行
は
れ
し
ゃ
否
や
て
ふ
問
題
に
至
り
て
　
し
な
い
事
で
す
る
が
、
藩
の
偲
勾
は
蓋
し
解
説
の
九
十
七

は
周
禮
の
書
の
底
本
学
究
こ
な
れ
ば
、
叢
に
は
敢
て
論
及
　
度
十
分
五
十
一
秒
が
正
し
く
は
あ
る
ま
い
か
ご
考
へ
る
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
七
昂
七
月
九
日
稿
）

善
導
大
師
の
捨
身
往
生
健
史
實
な
り
や

　
抑
も
叢
周
道
烹
人
師
（
剛
饅
野
山
ハ
百
十
三
」
年
ー
ム
ハ
百
入
十
一
」
年
）

・
の
頓
用
に
卜
し
て
は
、
落
籍
善
導
を
一
人
こ
す
る
説
ご
、

ご
人
ご
す
る
説
ご
が
あ
る
。
そ
し
て
二
人
掛
を
取
る
者
は
、

甲
を
捨
身
往
生
せ
る
も
の
ε
し
乙
を
正
念
往
生
せ
る
も
の

ε
す
る
を
常
こ
す
る
。
其
來
由
如
何
ε
尋
ぬ
る
に
、
此
は

忌
中
侍
郎
王
古
の
『
新
修
澤
士
往
生
傳
』
に
、
京
師
光
明
寺

の
善
導
ε
終
南
豊
平
眞
寺
の
善
導
ご
の
二
人
者
を
出
せ
る

に
因
由
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
此
『
新
修
浮
土
往
生

傳
』
は
、
現
今
僅
に
下
陰
の
み
存
在
し
て
、
上
中
野
心
は

散
帯
し
て
居
る
が
、
不
幸
に
も
今
の
問
題
こ
な
れ
る
傳
記

は
、
其
散
侠
せ
る
部
分
に
在
っ
て
㍉
そ
れ
が
今
は
現
存
し

文
學
士
　
薗

田

宗

惑

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
勢
ひ
法
然
上
人
の
著
書
π
る
『
類

聚
澤
圭
租
傳
』
（
漢
語
燈
二
世
瀟
）
に
引
用
せ
る
も
の

に
依
る
の
外
に
途
が
な
い
。
鎭
西
良
忠
の
も
の
せ
る
『
槻
経

立
義
分
轄
通
記
』
に
は
『
新
修
膏
土
往
生
傳
』
中
里
に
、

三
十
三
人
の
有
り
難
き
浄
土
書
生
行
者
の
書
記
を
記
載
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

る
も
の
を
抜
撮
し
て
居
る
。
而
し
て
善
導
を
ば
其
『
傳
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

記
』
の
第
二
十
五
窓
に
記
し
、
善
道
を
ば
其
第
二
十
六
憲

に
記
し
て
居
る
O
こ
れ
か
ら
見
る
ご
『
類
聚
壌
土
五
耐
傳
』

並
に
『
傳
通
記
』
編
輯
黒
蓋
に
は
省
ほ
完
全
な
る
『
新
修
浮

土
往
生
傳
』
が
世
に
存
す
る
あ
り
て
、
之
を
引
用
し
陀
も

の
で
あ
る
。
此
『
新
修
浄
土
蔓
生
傳
』
の
後
に
著
述
せ
ら
れ



窒
泥
、
亀
裂
の
『
佛
競
撮
記
』
も
亦
陀
此
の
『
往
生
傳
』
に
微
う

て
、
其
第
二
十
七
憲
に
善
導
の
傳
を
墨
げ
、
第
二
十
八
懇

　
　
　
　
を

に
は
善
感
の
傳
を
載
せ
て
居
る
Q
即
ち
二
人
説
を
ご
つ
、
て

各
々
別
に
傳
を
掲
げ
て
居
る
σ
爾
ほ
清
朝
の
彰
希
濾
の
著

な
る
『
皇
土
賢
聖
録
』
及
び
乾
瓢
の
『
西
筋
藁
征
』
に
も
同
じ

く
二
人
説
に
從
ひ
て
、
別
々
の
傳
を
記
述
し
て
居
る
。
尤

も
類
聚
青
碧
五
組
傳
に
引
用
せ
る
『
新
修
埋
土
往
生
傳
』
の

文
に
は
、
爾
方
の
善
導
の
導
の
宇
を
同
交
字
を
用
み
て
居

れ
こ
も
、
『
佛
囎
統
記
』
『
隠
士
賢
聖
録
旨
潮
筋
彙
征
』
に
は

　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

卜
者
を
善
導
ざ
し
、
紅
藍
セ
善
道
ご
記
し
て
居
る
。
此
こ

人
説
の
依
て
起
り
π
る
『
新
修
軽
士
往
生
傳
』
の
傳
文
は
左

の
如
く
で
あ
る
Q

　
　
　

　
　
一
纒
　
善
導
不
レ
悉
二
何
許
人
一
〇
周
二
遊
簑
宇
｝
求
…
｝
訪
逆
津
一
。
唐
亘
親
中
見

　
　
く

　
　
下
西
河
緯
輝
師
行
二
二
等
餓
及
津
土
九
品
道
州
｝
講
巾
槻
雪
下
。
導
大
襯
暑
日
此

　
　
観
入
二
佛
遺
一
之
津
島
。
修
二
籐
行
業
一
迂
僻
難
レ
成
。
穐
此
麹
門
速
超
二
生

　
　
死
一
。
吾
得
レ
無
様
。
於
レ
是
篤
漁
燈
苦
若
レ
救
二
頭
然
一
。
緻
運
二
京
師
】
激
二

　
　
豪
四
部
弟
子
一
無
レ
問
二
貴
賎
輌
O
彼
屠
沽
二
審
撃
悟
鴬
。
導
入
レ
堂
上
合
掌

　
　
醐
脆
一
心
念
書
。
露
ニ
カ
蜴
一
将
レ
休
。
乃
箆
寒
冷
亦
須
レ
流
レ
汗
。
以
二
島
相

第
三
燈
　
　
叢
　
…
説
　
　
善
導
大
師
の
捨
頻
往
生
は
臭
蟹
な
り
や

胱
一
表
二
董
誠
一
。
出
鼻
「
爲
レ
人
読
二
浄
土
油
一
化
二
黒
遣
俗
輔
、
令
下
童
二
遣
心
｝

露
寒
浄
土
書
蹟
。
無
レ
有
二
暫
時
不
一
レ
憂
晴
利
釜
も
三
＋
餓
年
無
二
別
疲
撃

不
二
彦
睡
眠
一
。
除
二
巴
二
一
外
壁
不
レ
脱
レ
衣
。
般
舟
行
道
禮
二
方
等
以
爲
晶

己
任
【
護
二
持
戒
晶
一
纐
繕
不
レ
犯
。
曾
不
翼
蕪
レ
罠
覗
二
女
人
一
◎
一
切
名
利

蕪
二
心
越
日
レ
念
。
綺
講
戯
笑
亦
一
二
之
有
一
。
所
行
之
慮
孚
串
二
供
養
㌔
飲

食
衣
服
悪
事
豊
饒
○
習
不
二
コ
入
一
弾
將
廻
遷
り
酒
食
途
二
大
瞬
一
供
｝
養
徒

衆
一
。
唯
食
・
轟
悪
一
買
得
レ
支
レ
勇
。
乳
酪
醍
醐
皆
不
二
飲
墾
。
諸
有
鰯
旛

驚
窺
二
阿
彌
陀
墾
＋
萬
面
懸
。
所
レ
建
浄
土
墾
相
三
騒
騒
。
所
在
之
慮

増
嵩
堤
伽
藍
及
故
導
塔
筆
皆
悉
瞥
造
。
然
燈
緻
レ
明
忍
歩
不
レ
絶
・
三
衣
瓶

鉢
不
レ
使
二
人
紅
毛
一
Q
始
終
無
レ
改
化
二
諸
有
線
一
。
毎
自
五
行
不
二
共
レ
衆

虫
一
撃
下
與
レ
人
行
談
囎
弧
繭
世
事
一
妨
上
レ
修
二
行
業
一
〇
其
有
三
響
申
二
禮
謡
一

番
識
二
少
法
一
。
或
翼
下
同
猿
二
端
女
一
親
承
中
教
訓
㌔
或
曾
不
二
見
聞
一
披
二

奪
敏
義
も
或
展
靱
授
二
浄
土
渋
賜
㌔
京
華
請
州
億
尼
士
女
或
投
二
均
高

嶺
一
（
或
饗
二
命
深
泉
一
。
或
自
騒
二
高
枝
一
〇
焚
レ
均
供
養
者
略
聞
二
四
蓮
一

向
二
降
砂
人
㌔
諸
修
二
梵
行
一
簗
二
捨
妻
子
一
蹴
。
諦
二
阿
彌
陀
経
一
十
萬
歪
二

三
十
萬
．
編
一
者
。
念
二
野
彌
陀
佛
一
日
得
二
＝
禺
五
千
一
至
二
十
萬
編
一
者
。
及

鎌
二
念
佛
三
轟
轟
二
生
浄
豊
平
不
レ
好
レ
知
レ
鍛
、
或
問
レ
導
臼
念
佛
之
薄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
リ
テ

生
二
浮
土
一
瓢
り
製
、
4
如
二
瀬
所
念
一
蓮
二
汝
所
願
一
。
罫
巳
七
曜
自
念
二
阿
彌

陀
佛
一
〇
．
如
レ
是
一
遠
藤
有
二
一
道
光
明
一
從
二
其
ロ
一
出
〇
十
聲
至
二
百
聲
一

光
亦
如
レ
之
O
導
謂
レ
人
凶
器
勇
可
レ
厭
。
瀦
苦
難
迫
O
梼
幡
攣
易
無
一
噌
暫
休

第
四
號

七
九
　
（
六
〇
九
）



第
三
魯
　
　
叢
説
　
　
善
導
大
師
の
捨
身
往
生
に
史
實
儲
り
や

　
　
　
つ
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
む
　
む
　
む
　
　
つ
　
り
　
ラ
　
つ
　
　
　
む
　
つ
　
つ
ユ
　
つ
　
つ
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
り
　
む

息
一
σ
乃
登
二
所
居
寺
三
婆
謬
論
向
願
日
。
願
佛
威
騨
七
戸
接
レ
我
。
鼻
音

熟
議
劃
認
孕
罐
調
・
潮
海
ポ
ヂ
拶
喩
》
罪
鯉
・

阿
陀
法
巾
一
。
貫
生
中
逞
二
上
．
願
畢
二
於
其
樹
t
一
投
レ
舅
欝
羅
。
蒔
京
席
士

大
夫
傾
レ
識
館
信
威
牧
二
共
骨
「
以
葬
。
高
宗
皇
帝
知
論
ハ
念
佛
ほ
遇
　
光

明
も
叉
知
こ
捨
報
之
時
精
至
如
一
レ
燕
。
賜
二
瀞
額
一
書
二
光
明
一
焉
Q

ラニ
麿
往
熊
高
志
暮
導
三
子
人
也
。
幼
投
二
一
州
明
日
法
師
一
出
家
P
爺
二
法

ノ華
維
摩
一
。
忽
自
思
為
敏
門
非
・
入
二
一
道
一
途
一
・
苦
不
レ
契
レ
穫
功
罪
徒

、
設
。
於
レ
是
投
二
大
藏
経
一
信
レ
手
探
レ
之
蛋
蕪
量
謹
槻
経
一
．
便
喜
蟄
齋

於
十
山
ハ
一
観
一
〇
悔
三
星
葱
惟
枕
ご
節
日
工
方
一
以
盗
聴
二
冥
月
一
へ
仙
蝋
二
重
演
一
法
師
一
勝

踵
一
途
埜
康
二
選
・
糞
恐
気
乃
欝
然
増
レ
思
自
後
歴
二
刀
名
徳
函
求
二

三
門
一
。
功
微
理
深
豪
レ
有
下
出
二
般
舟
三
昧
一
老
上
。
撃
益
斯
道
一
後
細
論

絡
講
論
混
々
来
レ
遡
二
葉
載
一
親
想
忘
レ
疲
呂
成
二
深
妙
も
慣
於
二
定
望

備
観
下
還
魂
瑠
漣
金
峰
宛
在
中
鴇
前
聞
。
涕
沼
交
流
鵬
レ
勇
投
レ
地
。
魁
縫
腋

勝
定
一
腿
レ
方
利
レ
吻
初
嵐
二
緯
錦
藤
晋
陽
開
閾
一
歩
下
不
レ
婆
…
千
里
一
機
織

問
上
レ
津
紅
蓮
二
玄
塾
之
首
一
風
瓢
二
落
葉
一
蹴
二
滞
深
抗
一
。
叢
箪
二
瓶
鉢
一

入
レ
中
安
坐
。
一
心
念
佛
不
レ
箆
巳
度
二
数
日
も
乃
聞
二
空
中
灘
一
日
可
レ

得
二
蔚
行
も
所
在
遊
履
無
二
復
塁
饗
も
遂
出
レ
坑
進
レ
程
三
論
旧
師
一
階
筑

會
一
心
㌔
緯
公
即
自
二
一
無
二
議
経
一
。
繊
披
レ
巻
騨
レ
之
比
來
肝
レ
視
宛

在
。
脚
郎
入
定
七
日
不
レ
趨
。
或
問
レ
導
目
弟
チ
驚
喜
穏
二
雀
生
一
否
。
導
令

レ
繋
二
一
蓮
蓮
花
一
議
二
之
佛
煎
㌔
行
道
七
H
花
不
二
萎
蜂
一
即
恐
二
牲
脆
一

第
四
號

八
○
　
　
（
山
ハ
一
〇
）

　
俵
レ
之
七
日
果
然
二
不
二
萎
黄
も
緯
歎
二
其
理
趣
一
。
因
亀
入
レ
竃
観
二
當
レ

　
得
レ
生
否
㌔
導
印
入
定
須
実
翌
日
O
開
鉱
レ
識
二
三
罪
一
方
可
二
往
生
一
〇
L

　
瀞
師
巻
安
昌
佛
尊
簸
一
在
二
的
野
下
皿
詳
論
鵡
深
妙
」
o
二
暫
驕
二
使
策
一
役
二

　
餓
家
入
〇
三
者
螢
二
死
屋
宇
一
級
二
傷
最
命
師
。
宣
下
於
二
十
方
佛
痢
一
機
二
第

　
一
翠
皿
於
二
四
方
億
朗
一
樹
二
第
二
翠
一
差
端
　
呂
衆
生
前
一
二
中
第
三
羅
上
緯

　
公
静
思
二
二
智
馨
口
不
レ
虚
Q
於
レ
是
仁
心
梅
誹
誌
三
見
レ
導
。
郎
日
師
罪

　
滅
夷
Q
後
當
レ
有
二
白
光
照
燭
一
紙
師
往
生
之
報
也
Q
一
生
萱
野
京
輩
桶
遣
俗

　
蹄
レ
心
者
如
レ
市
、
後
於
二
所
住
寺
院
三
一
譲
一
一
浮
土
攣
柑
一
。
忽
催
全
｝
遽
成

　
就
㌔
或
問
二
沈
．
敏
一
日
日
吾
暦
二
雀
生
㌔
可
二
佐
三
野
タ
一
面
回
り
忽
然
微

　
疾
掩
レ
窒
治
然
轟
蓮
Q
春
秋
山
ハ
十
九
勇
膿
柔
軟
容
色
如
レ
常
。
異
香
音
樂
久

　
重
言
融
。
時
永
隆
二
年
三
月
十
困
H
o

是
れ
即
ち
即
を
光
朋
寺
の
捨
身
往
生
の
善
導
と
し
、
乙
を

頭
身
寺
の
正
念
往
生
の
善
導
こ
す
る
の
で
あ
る
◎

　
之
を
要
す
る
に
、
『
新
修
往
生
傳
』
の
後
に
著
は
さ
れ
だ

る
善
導
の
諸
傳
記
は
、
凡
て
如
上
の
傳
丈
を
其
儘
襲
用
し

沈
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
等
を
一
目
し
て
一
類
ご
見
な
す

事
が
出
口
る
Q
從
っ
て
『
薪
修
目
土
往
生
傳
』
の
・
上
が
解
決

せ
ら
る
れ
ば
、
其
後
の
す
べ
て
の
傳
記
は
同
時
に
疑
雲
を

錦
ひ
得
ち
れ
る
。
故
に
前
簾
は
先
づ
『
新
修
浄
土
往
生
傳
』



め
面
謝
が
果
し
て
正
な
る
か
、
否
か
を
槍
歯
せ
ね
ば
な
ら
　
る
こ
ご
は
言
を
侯
淀
な
炉
の
で
あ
る
。
何
ご
な
れ
ば
、
善

ぬ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
導
大
師
は
貞
観
十
九
年
に
は
其
齢
三
十
三
歳
で
あ
っ
π
か

　
元
來
此
『
新
修
．
浮
土
往
生
傳
』
鳳
戒
珠
の
『
浄
土
往
生
傳
』
．
ら
で
あ
る
。
其
傳
説
を
畢
ぐ
れ
ば
、

を
側
補
し
π
も
の
で
、
其
材
料
ε
し
て
依
還
し
選
取
し
π
　
　
　
近
膚
二
山
鱈
善
導
者
一
。
周
二
遊
簗
寓
粂
二
訪
滋
津
一
。
行
至
二
西
廻

る
婆
の
『
塗
笙
讐
は
・
天
の
慧
の
み
を
傳
腿
．
蝶
醗
籍
甚
塊
鷲
馨
瓢
泌
欝
繍
覧

へ
て
居
る
の
に
、
覧
れ
を
棚
定
し
把
る
今
の
『
新
修
浮
上
　
　
　
謙
瀞
岩
レ
人
遣
レ
物
日
今
念
「
醜
蚤
。
定
塩
書
芸
土
一
諾
。
導
日
念
佛
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

往
生
傳
』
に
は
却
て
突
然
二
人
説
を
ご
つ
て
居
る
◎
筋
て
　
　
生
。
葵
人
禮
捧
誌
。
日
諦
二
南
無
阿
彌
陀
佛
一
。
聲
二
胡
理
研
二
光
明
毒

之
が
解
決
の
順
序
こ
し
て
、
軽
人
は
遙
か
上
代
に
湖
り
て
　
　
鴨
一
。
よ
｝
梛
露
都
一
。
合
撃
西
繋
側
投
。
糞
下
董
レ
地
鳥
死
、
事
聞
・
垂

善
導
の
博
記
の
最
古
の
も
の
を
求
め
ね
ば
な
ら
沁
。
　
　
　
　
省
ゆ
噸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
『
績
高
傭
傳
』
に
次
ぐ
も
の
は
新
論
少
康
共
録
の
『
瑞

　
然
ら
ば
そ
の
最
古
の
も
の
は
’
一
価
ご
云
ふ
に
、
即
ち
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慮
捌
傳
』
で
あ
る
。
績
臓
纒
に
は
唐
遊
字
撰
こ
す
れ
ご
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
で
あ
ら
う
○
其
配
賦
を
平
ぐ
れ
ば
、

（
武
帝
天
監
元
年
即
ち
西
暦
五
百
二
年
）
よ
り
店
の
貞
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謹
唐
朝
讐
三
縄
師
姓
張
。
潮
州
入
也
。
少
出
家
二
見
コ
西
労
饗
相
一
歎
日
栂

十
九
年
目
即
ち
西
暦
六
百
四
十
五
年
）
ま
で
薗
後
百
四
十
四
　
　
當
遺
託
二
質
蓬
肇
棲
喚
紳
浄
土
上
及
レ
受
二
具
戒
妙
開
律
師
一
共
濟
”
灘

年
聞
の
記
事
で
あ
る
か
ら
善
導
大
師
在
世
申
の
著
作
に
係
　
　
　
錘
港
晶
菱
嶽
。
劣
田
修
蘇
行
業
一
心
僻
難
レ
成
。
唯
話
法
門
柱
超
二
生

　
　
　
第
一
二
巻
　
　
　
覇
取
　
観
　
　
　
善
蹴
V
山
人
師
…
の
捨
貞
渕
往
生
㎞
μ
・
災
實
な
輔
り
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
襯
悶
雛
郡
　
　
　
　
入
一
　
（
山
四
一
　
一
）

薪



、

第
三
巻
　
　
叢
　
読
　
　
讐
導
大
師
の
捨
身
往
生
は
吏
賢
取
り
や

　
　
妬
㌔
蓮
翌
二
巴
灘
師
所
一
問
心
念
佛
實
得
二
往
生
一
丁
。
師
答
日
各
号
一
二

　
　
謹
一
行
道
。
暴
雨
不
レ
萎
者
既
得
二
往
生
も
反
東
都
英
法
師
講
議
論
殿
蓼

　
　
四
十
遍
。
二
一
…
緯
脚
師
戦
蕩
哨
游
ニ
ミ
瞭
噌
而
歎
臼
自
懊
多
年
空
回
二
丈

　
　
疏
一
勢
嵩
臭
心
一
茸
。
三
期
念
佛
不
可
一
議
。
脚
師
日
経
有
二
詫
言
㌔
佛
貴

　
　
妄
語
。
灘
墨
書
生
常
事
ゆ
乞
食
も
毎
自
恕
日
麗
迦
爾
乃
分
衛
∩
善
導
何
人

　
　
端
居
索
二
供
養
㌔
乃
蘂
沙
彌
亜
不
レ
受
レ
禮
。
窩
二
阿
陀
経
輔
＋
萬
巻
。

　
　
斑
二
浮
土
攣
相
一
三
百
鋪
。
所
レ
見
塔
廟
無
レ
不
二
修
聾
一
。
寸
法
東
行
未

　
　
レ
有
二
灘
師
之
盛
一
突
O
．

少
康
法
師
は
即
ち
善
導
の
後
身
で
あ
る
ご
隠
せ
ら
れ
て
居

る
人
で
あ
っ
て
、
戒
珠
の
『
浮
土
往
生
傳
』
に
よ
れ
ば
、
法

師
は
貞
元
の
初
め
に
白
馬
寺
に
至
り
、
同
二
十
一
年
（
牢

．
途
に
於
て
永
貞
ご
改
元
す
即
ち
西
暦
八
百
〇
五
年
）
に
寂

す
ご
あ
れ
ば
、
善
導
大
師
を
去
る
こ
ご
百
二
十
除
年
で
あ

る
。
さ
れ
ば
綾
高
覧
及
び
瑞
鷹
…
捌
傳
の
爾
…
者
は
善
導
大
師

の
軍
記
こ
し
て
は
、
同
時
代
を
遽
ざ
か
っ
て
居
る
後
世
の

諸
傳
記
よ
り
も
、
一
層
信
を
措
く
べ
き
儂
値
を
有
す
る
諜

で
あ
る
。
殊
に
善
導
大
師
の
阿
彌
陀
脛
を
十
萬
恕
手
回
せ

ら
れ
把
こ
い
．
ふ
こ
ご
が
傳
文
に
見
ね
て
居
る
が
、
此
事
實

第
四
號

八
二
　
　
（
山
ハ
一
二
）

は
近
時
い
よ
く
其
正
確
の
度
を
加
へ
て
來
陀
。
そ
れ
は

即
ち
先
年
橘
瑞
超
氏
が
新
馬
地
方
よ
う
螢
嘱
し
て
將
回
せ

る
善
導
大
師
肉
筆
の
阿
彌
陀
経
で
あ
る
こ
い
は
れ
る
爲
経

か
ら
讃
明
せ
ら
れ
る
Q
之
れ
は
正
し
く
善
導
大
師
の
自
筆

に
相
違
な
か
ら
う
。
其
蹟
交
に
は
『
願
往
生
比
丘
善
導
願

爲
』
ご
記
さ
れ
、
明
白
に
浮
腫
往
生
を
願
へ
る
大
師
の
手

爲
や
四
る
こ
ご
が
信
越
ら
れ
る
。
此
等
の
…
最
古
の
二
傳
が
基

礎
こ
な
っ
て
現
出
し
に
も
の
が
戒
珠
の
『
浄
七
往
生
傳
』
で

其
傳
文
は
即
ち
左
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
霧
善
導
不
レ
原
｝
…
疏
四
姓
嚇
亦
不
レ
悉
こ
弼
詐
人
｝
、
周
こ
游
箕
宇
」
求
こ
訪
滋

　
　
津
一
〇
唐
貞
齪
申
砂
舟
西
河
緯
課
師
行
二
全
等
鐡
及
浮
土
九
品
道
携
㌔
善

　
　
大
喜
日
此
曇
入
佛
之
三
二
。
晋
得
レ
之
夷
。
於
レ
是
篤
勤
四
苦
若
レ
救
二
頭

　
　
然
。
嚇
三
三
三
三
警
搬
四
部
弟
子
無
レ
三
二
貴
磐
両
三
沽
輩
亦
撃

　
　
悟
了
。
営
篤
二
彌
陀
経
一
数
＋
萬
巻
。
内
裏
畳
持
Q
以
レ
赦
京
師
至
一
手
左
右

　
　
。
一
．
列
郡
念
二
郷
佛
一
者
踵
レ
蓬
而
是
。
或
問
レ
導
心
念
古
謡
書
生
二
浮
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
リ
テ

　
　
耶
。
鋸
日
如
こ
汝
所
念
一
遽
工
費
所
願
哺
。
鶴
巳
導
乃
二
念
こ
阿
彌
陀
佛
㌔

・
　
如
レ
是
一
聾
則
事
二
脚
光
明
一
玉
吟
共
口
一
禺
。
或
共
＋
撃
至
二
予
百
聲

　
　
一
光
。
，
嬬
レ
之
。
導
駅
・
箒
此
男
嘱
託
遍
両
月
傷
墾
易
無
二
暫
休
息
一
Q
乃
登
二

　
　
所
居
謂
罵
言
鵬
既
。
脇
働
蜘
襲
麹
レ
弾
轟
器
量
狛
獅ρ



●

　
晒
レ
卿
G
留
γ
竃
馬
加
袖
レ
姻
瀞
劔
一
顧
レ
齪
一
一
鯉
翌
翌
巾
鯉
二
紳
陣
脚
往
生
せ
ら
れ
し
に
相
蓮
あ
る
ま
い
ご
思
惟
し
之
を
誇
張
し

　
熱
愛
星
中
置
塩
押
∩
騨
鞠
塵
勲
欝
飽
一
饗
レ
卵
齪
縛
。
時
京
師
士
大
夫
傾
把
も
の
で
あ
ら
う
。
況
や
此
績
高
儒
傳
に
見
ゆ
る
善
導
の

　
レ
競
餓
信
。
成
数
二
二
骨
一
五
以
葬
。
高
野
皇
帝
知
三
蔵
念
佛
乱
費
二
光
明
一
　
勲
記
は
道
宣
が
善
導
の
存
生
中
に
編
輯
せ
ら
れ
把
も
の
で

　
衣
知
二
捨
報
之
時
精
至
如
一
レ
此
下
レ
詔
以
鼻
翼
喜
一
爲
二
光
明
一
焉
。
　
あ
っ
て
・
其
記
載
事
實
の
善
導
示
寂
後
に
及
ぶ
べ
き
警
は

　
銭
に
見
る
が
如
く
、
此
傳
記
に
は
爾
一
人
説
を
守
っ
て
　
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
不
幸
に
も
戒
珠
が
一
度
之
を
善

居
る
。
但
し
此
に
至
り
て
錯
誤
の
生
じ
て
居
る
の
は
、
善
　
導
自
身
の
事
こ
し
て
傳
記
に
記
し
て
か
ら
、
捨
身
の
事
實

導
大
師
自
身
が
、
捨
身
往
生
せ
ち
れ
把
芝
云
ふ
傳
説
で
あ
　
が
、
善
導
大
師
の
徳
で
あ
み
か
の
如
く
思
考
せ
ら
れ
て
家

ゐ
Q
元
來
『
績
高
儒
傳
翻
身
篇
』
の
會
通
既
記
に
附
記
す
る
　
弛
。
此
に
於
て
法
然
上
人
の
書
か
れ
セ
『
善
導
十
徳
』
（
漢

・
大
師
の
傳
文
中
に
捨
身
往
生
の
事
件
が
見
ね
て
居
る
の
で
　
語
燈
録
）
に
は
第
七
に
遣
身
入
滅
穗
こ
し
て
、
之
を
十
徳

あ
っ
て
、
そ
れ
で
こ
そ
此
『
遺
身
篇
』
に
編
入
さ
れ
て
居
る
　
の
随
一
に
利
し
て
め
る
。
遅
れ
則
ち
捨
身
往
生
を
指
す
も

の
で
あ
ら
う
。
け
れ
ざ
も
そ
の
捨
身
往
生
を
途
げ
二
人
は
　
の
で
あ
る
。
此
は
畢
覧
蓬
か
に
古
ぎ
傳
記
に
醐
れ
ば
、
善

善
導
自
身
で
な
く
て
遍
善
導
の
膝
下
に
聞
怯
随
喜
し
だ
る
　
導
の
捨
身
往
生
は
見
ね
て
居
な
い
け
れ
こ
も
、
後
世
に
誤

門
下
の
者
が
、
善
導
の
敷
へ
を
受
け
て
門
を
三
つ
る
や
柳
　
ま
つ
髭
の
で
あ
る
。
そ
の
誤
れ
る
後
世
の
書
記
を
其
儘
襲

樹
の
上
よ
ゲ
合
唱
要
望
し
て
身
を
投
じ
て
自
ら
絶
し
π
も
用
さ
れ
て
、
法
然
上
覧
は
噺
く
の
如
く
記
述
せ
ら
れ
淀
の

の
で
あ
る
。
然
し
戒
珠
こ
て
も
、
こ
れ
程
明
か
に
弟
子
の
　
で
め
ら
う
、
而
し
て
此
『
浮
土
往
生
傳
』
を
斯
櫨
ε
し
て
も

投
身
を
記
せ
る
文
章
を
誤
解
し
に
の
で
は
あ
る
ま
い
、
、
多
の
せ
る
薪
修
浄
士
往
生
傳
』
は
、
一
面
長
て
は
『
績
高

努
推
論
し
て
善
導
の
弗
子
既
に
遮
り
大
師
自
身
も
亦
捨
身
僧
傳
』
に
依
り
謀
る
浄
土
往
生
傳
を
骨
子
こ
し
て
、
そ
れ

　
　
　
第
三
巻
叢
観
菊
大
師
の
雪
窒
量
實
琴
や
　
　
　
第
四
號
　
八
三
（
六
一
三
）



　
　
　
第
一
二
　
巻
　
　
　
激
眠
　
親
　
　
　
善
導
大
煽
肺
の
捨
舅
往
生
に
史
實
な
り
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
四
號
甲
　
　
　
　
八
四
　
　
（
山
住
一
四
）

に
績
高
僧
傳
に
弟
子
の
事
ε
せ
る
捨
身
の
事
蹟
を
善
導
自
　
の
善
導
が
、
京
師
に
入
り
光
朋
寺
に
在
り
て
盛
に
化
導
し

身
の
上
に
附
加
し
て
之
を
光
明
寺
の
善
導
こ
し
、
ま
泥
他
　
陀
ご
あ
る
か
ら
推
考
す
れ
ば
、
終
南
山
善
導
巴
光
明
寺
の

の
一
面
に
湿
て
『
瑞
懸
傳
』
の
方
を
骨
子
こ
せ
る
も
の
を
悟
善
導
ご
は
二
者
別
人
で
は
な
く
、
全
然
同
一
人
で
め
ら
ね

．
眞
寺
の
善
導
こ
し
π
も
の
で
あ
っ
て
、
其
實
は
決
し
て
こ
　
ぱ
な
ら
ぬ
。
煮
て
剃
に
捨
身
往
生
の
善
導
な
る
入
の
存
在

入
の
善
導
が
存
在
し
陀
の
で
は
な
い
。
畢
寛
喜
君
門
ご
云
　
せ
ざ
り
し
事
が
明
瞭
で
あ
る
。
猫
恩
田
は
光
明
寺
ご
名
く

ひ
光
明
寺
ご
云
ふ
は
、
別
人
の
所
居
で
は
な
く
て
、
同
一
　
る
由
來
を
設
明
し
て
、
大
師
が
植
立
を
唱
ふ
る
毎
に
口
よ

善
導
が
閑
居
修
槻
の
開
は
絡
南
山
の
悟
眞
寺
に
居
り
、
京
り
光
明
を
毘
せ
し
こ
ご
や
、
捨
身
往
生
の
こ
ご
や
、
此
等

師
に
入
り
て
は
光
明
寺
に
住
し
だ
も
の
で
あ
っ
て
、
恰
も
　
の
奇
瑞
に
戚
轡
ら
れ
て
高
宗
皇
帝
が
寺
を
光
朋
寺
ゼ
號
し

愚冨

?耐

蜴
t
が
、
時
の
前
〃
後
に
よ
り
て
魯
、
大
豊
、
玄
忠
雨
寺
・
ヤ
四
ご
云
ぶ
て
居
れ
ご
、
．
戒
珠
の
よ
り
は
前
な
る
文
訟
少
簾

に
質
せ
ら
れ
た
の
ざ
同
糠
で
あ
る
。
現
に
二
人
説
を
ご
る
　
の
瑞
懸
捌
傳
に
は
少
し
も
勝
事
が
見
ね
て
居
ら
す
、
ま
花

所
の
傳
記
者
が
、
光
明
寺
の
善
導
の
所
擦
π
る
『
績
高
峰
最
初
の
徳
器
な
る
績
高
五
茄
の
曾
通
傳
に
附
記
せ
る
善
導

傳
』
に
は
、
山
僧
善
遵
ご
云
っ
て
居
る
Q
山
ご
は
即
ち
終
　
の
鱒
文
に
は
在
二
光
明
寺
一
説
レ
法
ご
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら

南
山
の
賂
で
あ
る
。
何
故
終
南
山
の
略
で
あ
る
か
ご
い
ふ
　
見
る
ご
、
善
尊
の
存
生
中
に
既
に
光
堂
寺
ご
云
ふ
寺
が
あ

に
、
會
通
既
に
終
南
山
の
人
で
あ
る
、
夫
れ
に
附
記
せ
ら
　
り
、
そ
こ
に
善
導
大
師
が
住
し
て
説
法
さ
れ
だ
も
の
な
る

れ
薫
る
善
導
で
あ
っ
て
見
れ
ば
、
軍
に
山
影
ご
云
ふ
ご
も
　
こ
ご
は
疑
ふ
除
地
が
無
い
◎
叉
本
派
の
碩
徳
智
塞
も
二
人

、
其
本
傳
だ
ゐ
會
通
に
云
っ
て
居
る
終
南
山
で
あ
る
こ
ご
　
説
を
立
て
、
其
繭
．
選
探
集
等
質
』
に
長
安
の
善
導
は
三
月
十

は
旨
旨
で
あ
る
か
ら
省
略
し
泥
も
の
で
あ
る
。
而
も
山
信
四
日
に
遣
老
し
、
臨
溝
の
善
導
は
三
月
十
七
臼
に
正
念
往



生
せ
り
ご
云
っ
て
、
入
寂
日
の
異
れ
る
に
基
き
て
二
人
説

を
力
説
し
て
居
る
け
れ
ご
も
、
之
は
牽
強
附
會
の
説
で
あ

る
。
『
新
修
往
生
傳
』
に
は
、
臨
溝
の
善
導
を
却
て
三
月
十

四
q
に
正
念
往
生
せ
り
ご
云
っ
て
あ
る
○
而
し
て
宋
の
西

明
寺
魚
骨
の
撰
に
係
る
『
帝
王
年
代
録
』
に
は
三
月
二
十
七

日
こ
し
て
あ
る
。
何
れ
も
永
隆
二
年
な
る
こ
ε
は
同
檬
で

あ
る
。
此
入
寂
日
に
二
あ
る
は
ぢ
二
人
者
の
妓
日
を
意
味

す
る
の
で
は
な
く
、
同
一
人
者
の
二
日
に
於
け
る
異
説
で

あ
る
か
ら
、
決
し
て
二
人
説
の
確
固
た
る
諮
慷
ご
は
な
ら

蹟
。
例
へ
て
言
へ
ば
玄
薄
刃
臓
の
入
滅
に
領
し
て
『
年
代

月
露
』
に
は
年
六
十
三
歳
に
し
て
二
月
五
日
入
滅
ご
あ
り

『
帝
王
年
代
録
』
に
は
年
六
十
五
歳
に
し
て
二
月
六
旧
入
滅

．
ご
あ
る
が
如
き
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
善
導
大
師
の
傷
口

に
於
て
も
、
嗣
一
人
の
入
滅
の
異
説
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

る
。
　
特
に
爾
者
を
別
人
こ
し
て
は
依
り
に
類
似
の
顯
が
多
く

て
、
常
識
を
以
て
も
左
榛
な
類
似
を
有
す
る
爾
箇
の
別
人

第
三
巻
　
　
叢
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
存
せ
し
も
の
こ
は
考
へ
ら
れ
ぬ
。
乃
で
傳
通
交
の
記
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良
忠
を
始
め
こ
し
て
、
光
明
大
師
別
紅
塵
註
の
著
者
察
翁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
激
等
は
雨
善
導
に
墨
し
て
、
十
一
同
、
三
異
を
分
別
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
居
る
。
其
十
一
同
ご
は
0
り
時
代
②
師
範
㈲
行
レ
経
㈹
得
レ
定
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲
繊
悔
㈲
三
光
の
寓
墾
㈲
選
書
劇
精
進
m
滅
年
1
1
滅
月
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
盛
ご
は
0
ゆ
導
ご
滋
②
滅
相
働
滅
日
顧
れ
で
あ
る
。
斯
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で
に
類
似
の
黙
が
爾
…
人
の
間
に
在
り
ご
は
考
へ
ら
れ
訟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
で
、
是
れ
畢
覧
同
一
人
な
る
を
讃
閉
す
る
も
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
の
所
論
に
よ
り
て
善
導
の
二
人
読
の
ご
る
に
足
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
、
随
て
捨
身
往
生
を
途
げ
π
る
別
の
善
導
の
存
在
せ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ご
も
遙
か
後
代
に
生
じ
だ
る
傳
説
な
る
こ
ご
が
明
瞭
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猶
予
は
未
だ
善
導
大
師
の
入
滅
年
代
に
擁
し
て
充
分
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
究
す
る
の
一
霞
が
な
い
か
ら
あ
今
は
永
隆
二
年
に
六
十
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
に
て
入
寂
さ
れ
π
ε
云
ふ
普
通
の
説
を
由
り
に
回
国
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
も
の
で
、
此
假
定
説
が
如
何
な
る
程
度
迄
信
す
べ
き
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
や
は
更
に
他
日
の
研
究
に
譲
る
こ
ご
＼
し
セ
諜
者
幸
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之
を
果
せ
む
れ
よ
O

隷
榔
…
導
大
潮
岬
の
捨
璃
ハ
徒
摩
∬
μ
巾
謙
員
調
括
啄
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
協
一
単
孤
　
　
　
　
入
五
　
　
（
山
ハ
一
五
）


